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市
民
と
市
が
身
近
な
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
、
お
互
い
の
知
恵
や
持
て
る
力
を

出
し
合
い
、
役
割
分
担
し
な
が
ら
行
う

「
協
働
」
事
業
の
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

　

採
択
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

※
単
に
団
体
の
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
０
５
７
０
―
783
―

578
）
へ
。
無
料
で
利
用
で
き
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
１
２
０

―
95
―
０
１
７
８
）
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
市
民
課

　

市
で
は
、
市
民
な
ど
と
企
業
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
『
桶
川
市
み
ど
り
の
基

金
』
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

桶
川
市
山
岳
連
盟　

桶
川
山
の
会　

様

　

皆
さ
ん
の
緑
化
に
対
す
る
善
意
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
詩
環
境
課

　

市
民
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
た
め
に
、

学
習
機
会
の
情
報
を
ま
と
め
た
「
生
涯
学

習
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
公
共

施
設
（
公
民
館
、
図
書
館
）
に
配
置
し
て

い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
生
涯
学
習
文
化
財
課

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま

す
。

　

詳
し
く
は
詩
農
政
課

　

来
年
１
月
か
ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

付
お
よ
び
新
た
な
電
子
証
明
書
の
発
行
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
伴
い
、
現

行
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ

る
電
子
証
明
書
の
新
規
発
行
お
よ
び
更
新

は
、
12
月
22
日
㈫
で
終
了
し
ま
す
。

　

新
た
な
電
子
証
明
書
が
標
準
的
に
搭
載

さ
れ
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
通
知
が
届

き
次
第
可
能
で
す
が
、
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
１
月
以
降
で
す
。

　

こ
の
た
め
交
付
申
請
が
集
中
し
た
場
合
、

カ
ー
ド
の
作
成
に
時
間
を
要
し
、
窓
口
に

お
け
る
交
付
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
開
始
当
初
に
交

付
申
請
が
集
中
す
る
こ
と
に
よ
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
確
定
申
告
を
行
う
期
間
に
交

付
が
受
け
ら
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

現
行
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
お
い

て
、
す
で
に
取
得
し
て
い
る
電
子
証
明
書

は
有
効
期
間
の
満
了
日
ま
で
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し

て
確
定
申
告
を
行
っ
て
い
る
人
は
、
電
子

証
明
書
の
有
効
期
間
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

１
次
試
験
日
▼
平
成
28
年
１
月
９
日
㈯

　

申
込
み
期
間
▼
【
郵
送
】
12
月
14
日
㈪

～
16
日
㈬
《
消
印
有
効
》【
持
参
】
12
月

14
日
㈪
～
18
日
㈮
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

　

職
種
お
よ
び
予
定
人
数
▼
技
術
職
【
土

木
】、
保
育
士
、
い
ず
れ
も
若
干
名

　

そ
の
他
▼
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、

受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
受
験
案
内

は
仮
設
庁
舎
（
総
合
案
内
）、
分
庁
舎
（
総

務
課
）で
配
布
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
▼
総
務
課
（
〒
363
―

８
５
０
１
上
日
出
谷
936
―
１
）　

情報
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市
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

提
案
・
応
募
で
き
る
人
▼
市
民
公
益
活

動
団
体
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
団
体
、
子
ど

も
会
な
ど
）

　

補
助
額
▼
１
事
業
あ
た
り
上
限
100
万
円

（
た
だ
し
、
活
動
歴
１
年
未
満
の
団
体
は

上
限
10
万
円
）

　

募
集
期
間
▼
12
月
25
日
㈮
ま
で

　

審
査
▼
提
案
内
容
に
つ
い
て
の
書
類
審

査
、
口
頭
説
明
を
行
い
、
桶
川
市
協
働
審

議
会
で
審
査
し
ま
す
。

　

育
児
休
業
な
ど
を
取
得
す
る
職
員
の
代

わ
り
に
業
務
を
行
う
、
任
期
付
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

受
付
期
間
▼
【
持
参
】
12
月
10
日
㈭
～

３
月
31
日
㈭
（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
【
郵
送
】《
消
印
有
効
》

　

登
録
職
種
▼
栄
養
士
職

　

登
録
資
格
▼
昭
和
33
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
を
卒
業
し
、
栄
養
士
の
資
格
を

取
得
し
て
い
る
人

　

そ
の
他
▼
詳
細
は
登
録
案
内
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。
登
録
案
内
は
、
12
月
10
日

㈭
よ
り
仮
設
庁
舎
（
総
合
案
内
）、
分
庁

舎
（
総
務
課
）
で
配
布
し
ま
す
。
な
お
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　

申
込
み
･
問
合
せ
▼
総
務
課
（
〒
363
―

８
５
０
１
上
日
出
谷
936
―
１
）　

　

９
月
４
日
付
け
で
農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
選
挙
に

よ
る
公
選
制
か
ら
市
町
村
議
会
の
同
意
を

要
件
と
す
る
市
町
村
長
の
任
命
制
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
在
の
農
業
委
員
の
任
期
は
、

育
児
休
業
等
代
替
職
員
（
栄
養
士
）

の
登
録
の
お
知
ら
せ

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
ま
し
た

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
電
子
証
明

書
に
つ
い
て

「
桶
川
市
み
ど
り
の
基
金
」
へ
の
寄

附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

生
涯
学
習
ガ
イ
ド
（
12
月
～
３
月
）

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

平
成
28
年
度
協
働
の
提
案
事
業
を
募

集
し
ま
す

　

提
案
事
業
内
容
▼
次
の
①
～
③
す
べ
て

を
満
た
す
も
の

①
市
民
公
益
活
動
団
体
と
市
が
協
働
し
て

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
地
域
課
題
や
社

会
的
課
題
の
解
決
が
図
ら
れ
る
公
益
的
・

社
会
貢
献
的
な
事
業
で
あ
る
こ
と

②
平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月

31
日
に
事
業
が
完
了
す
る
も
の

③
市
設
定
の
テ
ー
マ
に
対
す
る
市
民
公
益

活
動
団
体
の
企
画
事
業
、
ま
た
は
市
民
公

益
活
動
団
体
が
提
案
す
る
事
業

※
募
集
要
項
や
申
請
書
類
は
、
12
月
１
日

㈫
か
ら
自
治
文
化
課
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
、
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
▼
応
募
を
希
望
す
る
団
体
は
、

提
案
書
提
出
前
に
自
治
文
化
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 

桶
川
市
の
協
働
推
進
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
市
民
な
ど
（
市
民
、
地
縁
団

体
、
市
民
団
体
、
企
業
お
よ
び
事
業
者
）

と
行
政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
と
役
割
に

基
づ
き
対
等
の
立
場
で
協
力
し
、
地
域
社

会
の
維
持
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
25
年
４
月
に
「
桶
川
市
協
働
推

進
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
協
働
に
よ

る
豊
か
な
市
民
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
自
治
文
化
課

　去る、10月24日、圏央道桶川北本 ICから白岡菖蒲 IC間（10.8㎞）の
開通に先立ち「圏央道ウォークフェスタ2015」が桶川加納 ICと菖蒲PA
間で開催されました。このイベントは、桶川市、久喜市、白岡市の３市で
構成する実行委員会により開催され、桶川加納 IC ・菖蒲PAがそれぞれス
タート地点となり、片道2.8㎞のコースを折り返し、スタート会場に戻っ
てゴールとなる「開通記念ウォーク」です。
　当日は天気にも恵まれ、小さいお子さんから高齢の方まで、１万５千
人を超える方々が、開通前の圏央道を楽しく歩くことが出来ました。また、
それぞれの会場では、ステージアトラクションや交流物産展が行われ、こ
ちらもたくさんの人で大いに賑わいました。
　私も桶川加納 ICを出発し、途中、桶川高校入口交差点や上越新幹線を
眺めながら、菖蒲PAまでの2.8㎞を皆さんと一緒に歩かせていただきまし
た。
　圏央道は、10月31日をもって埼玉県内の区間【58.4㎞】が全線開通し、
都心の首都高速道路を通らずに、東名、中央、関越、東北道が結ばれまし
た。近いうちにその先の茨城県区間（境古河 ICからつくばJCまで）が開
通することによって東名高速から成田空港まで圏央道１本でつながります。
桶川市からは、それぞれ１時間少々の時間で行けるようになります。本市
にとっても大きなチャンスの時であり、地の利を活かした企業誘致や道の
駅整備に力を入れるとともに、桶川の魅力を更にPRし、多くの人達に訪
れていただけるようなまちづくりを進めていきたいと考えております。
　交通の要衝としての高い潜在力をどう引き出していくか、桶川市の将来
を担う責任を強く感じた1日でした。

桶川市長　     

　 動 報 告
市長元気通信 かつ

どう ほう こく

vol.26

固定資産税・都市計画税
【第３期】

国民健康保険税、
介護保険料、
後期高齢者医療保険料

【第６期】
納期限…12月25日　

納付は期限内に！

今月の納期

▲「開通記念ウォーク」のスターターを務めさせていただきました。

13 122015. 12 2015. 12
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教
育
委
員
会
で
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
発

掘
調
査
の
作
業
を
行
う
臨
時
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
経
験
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん

の
で
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
人
や
遺
跡
・

考
古
学
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
臨
時
職
員

と
し
て
登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

募
集
人
数
▼
５
～
６
人
程
度

　

勤
務
場
所
▼
市
内

埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
作
業
に
係

る
臨
時
職
員
の
募
集

平成28年度市内小・中学校体育施設開放について
　市民のスポーツ・レクリエーションの活動の場として、市内小・中学
校の体育館と校庭を開放します。
　なお、説明会を実施し団体間の調整をしますので、登録団体は必ず代
表１名の出席をお願いします。
とき▶平成28年１月26日㈫午後７時～
ところ▶東公民館大ホール
※登録希望団体は、１月８日㈮までにスポーツ振興課で登録の手続きを
行ってください。
対象▶市内に在住・在学・在勤の人で構成された責任者が明確になって
いる10人以上のグループまたは団体（登録は１団体１校のみ）
※営利目的は使用不可
※フットサルの利用登録は全ての学校（体育館）で登録できません。
開放施設▶
体育館・校庭

小　　学　　校 中　　学　　校

開放校 桶川小、西小、加納小、川田谷
小、東小、日出谷小、朝日小 桶川中、東中、西中、加納中

開放施設 校庭および体育館

開放する日
及び時間
（原則）

【体育館】
平　　日⇒午後６時～９時
土日祝日⇒午前９時～午後９時

【体育館】
平　　日⇒午後７時～９時
土日祝日⇒午前９時～午後９時

【校　庭】
土日祝日のみ
５～８月⇒午前９時～午後７時
９～４月⇒午前９時～午後５時

【校　庭】
土日祝日のみ
５～８月⇒午前９時～午後７時
９～４月⇒午前９時～午後５時

詳しくは至スポーツ振興課

　

勤
務
日
時
▼
発
掘
調
査
を
行
う
日
（
不

定
期
）
で
、
原
則
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
発
掘
調
査
を
行
う
場
合
、
事
前
に
日

時
・
場
所
を
連
絡
し
ま
す
。

　

勤
務
内
容
▼
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査

補
助
（
発
掘
作
業
な
ど
）

　

応
募
資
格
▼
次
の
条
件
を
満
た
す
人

・
18
～
60
歳
位
の
人

・
日
中
の
野
外
作
業
が
で
き
る
人

・
発
掘
調
査
現
場
ま
で
自
分
で
来
れ
る
人

　

時
給
▼
910
円

　

選
考
方
法
▼
書
類
審
査
、
面
接

　

応
募
方
法
▼
履
歴
書
（
写
真
貼
付
、
市

販
の
も
の
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
郵
送
（
〒
363︲8501
住
所
記
入
不
要
）

ま
た
は
直
接
、
生
涯
学
習
文
化
財
課
へ
。

※
登
録
さ
れ
た
場
合
で
も
、
必
ず
雇
用
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
詩
生
涯
学
習
文
化
財
課

　

市
内
小
・
中
学
校
へ
学
校
給
食
用
物
資

を
納
入
す
る
業
者
の
指
定
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
次
の
提
出
書
類
を
12
月
17
日
㈭

《
必
着
》
で
、
学
校
支
援
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
現
在
指
定
を
受
け
て
い
る
場

合
は
、
学
校
支
援
課
か
ら
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
。
申
請
後
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
日
程

は
別
途
指
定
）
を
行
い
、
業
者
を
選
定
し

ま
す
。

　

提
出
書
類
▼
①
学
校
給
食
物
資
納
入
業

者
指
定
申
請
書
②
食
品
衛
生
監
視
票
ま
た

は
立
ち
入
り
検
査
票
の
写
し
③
平
成
27
年

４
月
以
降
の
細
菌
検
査
結
果
報
告
書
④
納

税
証
明
書
（
直
近
年
度
の
も
の
）
⑤
食
品

営
業
許
可
証
の
写
し
⑥
登
記
簿
謄
本
（
法

人
の
場
合
）

※
①
の
申
請
書
は
学
校
支
援
課
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

※
②
⑤
に
つ
い
て
は
、
食
品
衛
生
法
に
定

め
る
営
業
許
可
を
有
す
る
業
者
の
み
提
出

と
な
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
学
校
給
食
物
資
納
入
指

定
業
者
の
申
請
の
お
知
ら
せ

※
⑥
は
新
規
に
申
請
す
る
業
者
の
み
提
出

と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
学
校
支
援
課

　

と
き
▼
12
月
24
日
㈭
午
後
２
時

※
日
程
が
変
更
と
な
る
場
合
は
、
12
月
11

日
以
降
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
公
共
施
設
に
も
掲
示
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
301

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま

た
、
次
回
は
、
１
月
27
日
㈬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
教
育
総
務
課

　

埼
玉
県
最
低
賃
金
が
10
月
１
日
か
ら
時

間
額
820
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

年
齢
に
関
係
な
く
パ
ー
ト
や
学
生
、
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
を
含
め
、
県
内
す
べ
て
の
労

働
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
使
用
者
も
、

労
働
者
も
、
賃
金
が
最
低
賃
金
以
上
に

な
っ
て
い
る
か
、
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
業
種
に
よ
っ
て
は
特
定
（
産
業
別
）
最

低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

問
合
せ
詩
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
（
600
―

６
２
０
５
）
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署

教
育
委
員
会
第
12
回
定
例
会

「
も
う
チ
ェ
ッ
ク
し
た
？
最
低
賃
金
」

埼
玉
県
最
低
賃
金
の
改
定
に
つ
い
て

･･･････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉･･･････････････････････････････････････････････････

学 生 衣 料

12月19日㈯～２月末頃
※ブレザー等の先着予約は12月1日㈫より
受付開始。　※採寸は後日で構いません。

平成28年度中学校新入学セール平成28年度中学校新入学セール

　

つ
ぎ
の
方
々
は
、
永
年
の
功
績
が
認
め

ら
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

　（
専
門
工
事
業
務
功
労
）

　
　

小
国　

裕
晶
さ
ん

平
成
27
年
度
秋
の
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

つ
ぎ
の
方
々
は
、
永
年
の
功
績
が
認
め

ら
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
ぎ
の
方
々
は
、
永
年
に
わ
た
る
地
道

な
文
化
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
詩
自
治
文
化
課

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

文
化
と
も
し
び
賞

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

小川　和雄さん田中　昌子さん

瑞宝小綬章
（消防功労）

瑞宝双光章
（教育功労）

田村　金也さん杉木　幸男さん

瑞宝単光章
（警察功労）

瑞宝単光章
（消防功労）

梶山　修さん
（詩吟）ハーモニーギター同好会

　

つ
ぎ
の
方
は
、
市
議
会
議
員
と
し
て
の

永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

詳
し
く
は
詩
議
会
事
務
局

総
務
大
臣
感
謝
状

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高野　和孝さん

15 142015. 12 2015. 12
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

障
害
者
施
策
・
障
害
者
に
関
す
る
マ
ー

ク
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

手
帳
制
度

　

様
々
な
支
援
事
業
や
制
度
に
は
、
障
害

の
あ
る
人
の
た
め
に
、
医
療
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
各
種
減
免
、
手
当
て
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
事
業
な
ど
を
利
用
す

る
際
に
は
、
次
の
よ
う
な
手
帳
の
所
持
を

必
要
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳

　

視
覚
、
聴
覚
、
平
衡
機
能
、
音
声
・
言

語
・
そ
し
ゃ
く
機
能
、
肢
体
、
心
臓
、
腎

12
月
３
日
～
９
日
は
障
害
者
週
間
で
す

臓
、
呼
吸
器
、
膀
胱
、
直
腸
、
小
腸
、
免

疫
、
肝
臓
な
ど
の
機
能
に
永
続
す
る
障
害

の
あ
る
身
体
の
部
位
お
よ
び
１
級
～
６
級

の
障
害
の
程
度
区
分
な
ど
が
記
入
さ
れ
た

手
帳
で
す
。
埼
玉
県
が
障
害
認
定
し
て
、

手
帳
を
交
付
し
ま
す
。

②
療
育
手
帳

　

知
的
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
の
手
帳
で
、

障
害
の
程
度
に
よ
り
Ⓐ
最
重
度
、
Ａ
重
度
、

Ｂ
中
度
、
Ｃ
軽
度
の
４
段
階
に
区
分
さ
れ

て
い
ま
す
。
専
門
機
関
で
判
定
し
た
後
、

埼
玉
県
が
手
帳
を
交
付
し
ま
す
。

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

精
神
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
の
手
帳
で
、

障
害
の
程
度
に
よ
り
１
級
～
３
級
に
区
分

　

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
）
と
は
介
護
の
知
識
を
幅
広
く
も
っ
た

専
門
職
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
あ

た
り
、
利
用
者
や
利
用
者
の
家
族
の
相

談
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
ケ
ア
プ
ラ

ン
の
作
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
な
ど
の
他
機
関
と
の
連
絡
調
整

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

桶
川
市
で
は
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
と
な
る
平
成
37
年
を
見
据
え
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
、
医

療
、
介
護
、
予
防
、
生
活
支
援
を
一
体
的

に
提
供
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
桶
川
市
介
護
支

援
専
門
員
連
絡
会
（
オ
ケ
マ
ネ
会
）
も
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
で
き

る
よ
う
、
介
護
支
援
専
門
員
の
資
質
の
向

上
と
相
談
し
合
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
、
桶
川
市
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

他
団
体
と
の
連
携
を
推
進
し
地
域
社
会
の

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
11
月
１
日
に
発
足
し

ま
し
た
。

　

問
合
せ
詩
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
花

ノ
木
の
郷　

加
藤
（
729
―
２
２
２
２
）

ま
た
は
、
桶
川
介
護
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

せ
い
じ
ん　

奈
良
（
789
―
２
７
０
０
）

桶
川
市
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
会

（
オ
ケ
マ
ネ
会
）
発
足
に
つ
い
て

さ
れ
て
い
ま
す
。
埼
玉
県
が
判
定
し
た
後
、

手
帳
を
交
付
し
ま
す
。

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）

　

精
神
疾
患
な
ど
で
継
続
的
に
通
院
し
て

い
る
人
の
通
院
医
療
費
が
原
則
１
割
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
本
人
お
よ
び
扶
養
義
務

者
の
所
得
に
応
じ
て
、
利
用
者
自
己
負
担

の
上
限
額
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
の
給
付

　

障
害
の
あ
る
人
が
日
常
生
活
を
容
易
に

す
る
た
め
、
必
要
な
日
常
生
活
用
具
を
給

付
し
ま
す
。
品
目
ご
と
に
障
害
程
度
が
決

め
ら
れ
て
お
り
、
課
税
状
況
に
よ
り
利
用

者
負
担
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
制
度

（
介
護
保
険
法
な
ど
）
で
対
応
で
き
る
人

は
他
の
制
度
を
優
先
し
ま
す
。

相
談
支
援
の
窓
口　

～
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
～

　

障
害
の
あ
る
人
が
、
自
立
し
た
日
常
生

活
ま
た
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
市
役
所
で
障
害
者
や
そ
の
家
族

な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
次
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
相
談
支
援
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
わ
お
ん　

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

が
、
地
域
の
中
で
生
活
す
る
う
え
で
、
居

宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
、
社
会
的
資
源

の
活
用
や
社
会
生
活
力
を
高
め
る
た
め
の

支
援
、
必
要
な
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

所
在
地
▼
桶
川
市
坂
田
777
☎
729
―
１
１

９
５　

728
―
７
１
４
１

※
障
害
の
あ
る
人
の
一
般
就
労
を
す
る
た

め
の
「
桶
川
市
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
」
も
併
設
し
て
い
ま
す
。

②
杜も

り
の
家　

主
に
精
神
障
害
に
関
す
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
日
常
生
活
で
困
っ

て
い
る
こ
と
や
悩
み
、
経
済
的
な
問
題
や

就
労
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

所
在
地
▼
上
尾
市
緑
ヶ
丘
２
―
２
―
27

上
尾
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
☎
778
―
３
５
３

１　

778
―
３
５
３
３

　

詳
し
く
は
詩
障
害
福
祉
課
☎
786
―
３
２

１
１　

786
―
５
８
８
２

ＦＡＸ
ＦＡＸ

ＦＡＸ

　シリーズ５回目は、10月16日に開催した「高齢者安心見守りネットワーク事業研修会」の様子をお伝え
します。
　桶川市では、高齢者の安心見守りネットワークの取組みとして、地域の皆さんへの見守りネットワーク
の啓発とともに、関係機関・関係団体に協力団体として登録をしていただき、ネットワークの構築をはかっ
ています。取り組みの一環として、高齢者安心見守りネットワーク事業研修会を行いました。具体的には、
埼玉県福祉部地域包括ケア課平田主幹をお招きし、「高齢者等が住み慣れた地域で生活するために必要なこ
と」、桶川消防署小澤署長に「救急について」、愛の家グループホーム蓮田黒浜阿部ホーム長に、「認知症の
方とその家族が安心できるために認知症の方への接し方や家族の関わり」など、高齢者の暮らしに関わる
機関にご協力をいただき、協力団体などの方々に講演を行いました。当日は109人の参加がありました。
　講演では、高齢者の見守り活動の仕組みの１つである認知症サポーター
についての紹介がありました。認知症サポーターとは、日常生活の中で認
知症の人と出会ったときに、その人の尊厳を損なうことなく、認知症の人
と認知症の人を介護する家族の見守り、応援者となる人です。認知症は、
超高齢社会をつき進む日本にとって最重要課題のひとつとなっています。
認知症は誰にでも起こりうる脳の病気によるもので、85歳以上では４人に
１人がその症状があると言われています。認知症の人が記憶障害や認知障
害から不安に陥り、その結果まわりの人との関係が損なわれることもしばしば見られ、家族が疲れ切って
共倒れしてしまうことも少なくありません。しかし、周囲の理解と気遣いがあれば穏やかに暮らしていく
ことは可能です。誰もが、認知症についての正しい知識をもち、認知症の人や家族を支える手だてを知っ
ていれば「尊厳ある暮らし」をみんなで守ることができます。桶川市では、平成21年から認知症サポーター
養成講座が実施され、861人のサポーターが誕生しています。認知症サポーターを一人でも増やし、安心し
て暮らせるまちをみんなでつくっていくことを目指しています。

住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
シリーズ　明日のあんしん　～高齢者の暮らしを支える～⑤

詳しくは至高齢介護課

<地域包括支援センター主催　介護者のつどい>
　介護についての情報交換を行います。※予約不要
　とき▶12月15日㈫午後１時30分～３時　ところ▶桶川集会所（ユニティ）
　問合せ▶地域包括支援センタールーエハイム☎789-2121
　　　　　地域包括支援センターねむのき☎783-5311

<地域包括支援センターハートランド主催　認知症サポーター養成講座>
　認知症サポーターの養成を行います。
　とき▶12月９日㈬午後１時30分から　ところ▶ハートランド
　申込み▶電話で地域包括支援センターハートランド（☎777-7055）へ。

シンボルマーク（色） マークの名称 マークの概要、使用方法など

障害者の
ための国
際シンボ
ルマーク

様々な障害のある人が利用できる建物、公共交通
機関であることを明確に表すための世界共通の
マークです。このマークは、すべての障害者を対
象としたもので、車いすを利用する障害者を限定
し使用されるものではありません。

盲人のた
めの国際
シンボル
マーク

このマークは、世界盲人連合で定めた世界共通の
マークです。視覚障害者の安全やバリアフリーが
考慮された建物、設備などに付けられています。
信号機や、書籍などで身近に見かけるマークです。

聴覚障害
者のシン
ボルマー
ク

聴覚障害者は、障害そのものが分かりにくいため「声をか
けたのに返事をしない」などと誤解されたり、不利益や危
険にさらされたりするなど、社会生活の上で不安がありま
す。目の不自由な人の「白い杖」などと同様に、聞こえな
いことへの配慮を求める場合などに使われるマークです。

ハート・
プラスマ
ーク

このマークは、身体内部（心臓、肺、腎臓、膀胱
または直腸・小腸、肝臓および免疫機能）に障害
を持つ人を表しています。ハートプラスの意味は
身体内部を意味する「ハート」に、思いやりの心
を「プラス」しています。

オストメ
イトマー
ク

このマークは、人工肛門・人工膀胱を増設してい
る人（オストメイト）のための設備があることを
表しています。
オストメイト対応のトイレの入り口・案内誘導プ
レートに表示されます。

ほじょ犬
マーク

身体障害者補助犬（補助犬）同伴を啓発するた
めのマークです。補助犬とは、盲導犬、介助犬、
聴導犬のことを言います。公共の施設や交通機
関はもちろん、デパートやスーパー、レストラ
ンなどの民間施設でも補助犬が同伴できます。

身体障害
者標識

肢体不自由であることを理由に免許に条件を付されている
人が運転する車に表示するマークで、マークの表示につい
ては努力義務となっています。危険防止のためやむを得な
い場合を除き、このマークを付けた車に幅寄せや割り込み
を行った運転者は、道路交通法の規定により罰せられます。

聴覚障害
者標識

聴覚障害であることを理由に免許に条件を付され
ている人が運転する車に表示するマークで、マー
クの表示については義務となっています。
危険防止のためやむを得ない場合を除き、このマー
クを付けた車に幅寄せや割り込みを行った運転者は、
道路交通法の規定により罰せられます。

障害者に関するマーク
　障害のある人に配慮した施設・設備であることや、それぞれの障害
について分かりやすく表示するため、いろいろなシンボルマークや標
示があります。
　障害のある人々が暮らしやすい社会をつくるために、シンボルマー
クを使用する一人ひとりのご理解とご協力をお願いします。

（濃青の地に白）

（青地に白）

（明るい緑）

（青地に白、ハー
トプラスは赤）

（黒）

（青地に白）

（青地に白）

（緑地に黄）
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健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人

　

申
請
に
必
要
な
も
の
▼
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

　

申
請
受
付
▼
月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
、
第
２
・
４
土
曜
日
の
午
前
８

時
30
分
～
正
午
に
高
齢
介
護
課
へ
。

　

詳
し
く
は
詩
高
齢
介
護
課

　

高
齢
者
な
ど
の
お
む
つ
費
用
に
つ
い
て
、

次
の
要
件
を
満
た
す
人
は
医
療
費
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
。
医
療
費
の
控
除
を
証

明
す
る
書
類
と
、
お
む
つ
購
入
の
領
収
書

を
確
定
申
告
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
要
件
▼
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
で
、
要
介
護
認
定
の
た
め
の
主
治
医

意
見
書
の
「
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
」
が
B1
以
上
（
お
お
む
ね
寝
た
き
り

ま
た
は
寝
た
き
り
状
態
）
で
尿
失
禁
が
見

ら
れ
る
人

　

申
請
方
法
▼
か
か
り
つ
け
医
に
「
お
む

つ
使
用
証
明
書
」
の
発
行
を
依
頼
す
る
か
、

お
む
つ
費
用
の
医
療
費
控
除
申
請
が
２
年

目
以
降
の
人
は
、
高
齢
介
護
課
に
「
主
治

医
意
見
書
の
記
載
内
容
確
認
書
」
の
発
行

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
高
齢
介
護
課

　

期
間
▼
①
平
成
28
年
１
月
上
旬
～
３
月

末
②
平
成
28
年
１
月
上
旬
～
３
月
中
旬

　

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
の

間
で
、
原
則
4.5
～
７
時
間

　

勤
務
場
所
▼
上
尾
税
務
署

　

勤
務
内
容
▼
確
定
申
告
事
務
の
補
助
作

業①
デ
ー
タ
の
入
力
・
チ
ェ
ッ
ク
・
書
類
整

理
な
ど
②
申
告
会
場
で
の
パ
ソ
コ
ン
操
作

補
助

　

給
与
▼
①
時
給
860
円
②
920
円
（
別
途
交

通
費
規
定
内
支
給
）

　

対
象
▼
18
歳
以
上
で
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
る
人

　

募
集
人
数
▼
80
人
程
度

　

申
込
み
▼
写
真
付
の
履
歴
書
を
上
尾
税

務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可

〒
362
︲
8504
上
尾
市
大
字
西
門
前
577
）。

　

選
考
方
法
▼
書
類
審
査
、
面
接
お
よ
び

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
の
実
技
試
験

　

問
合
せ
詩
上
尾
税
務
署
☎
770
―
１
８
０

０
※
自
動
音
声
の
「
２
」
を
選
択

　

年
末
は
あ
わ
た
だ
し
く
、
年
始
め
は
気

が
緩
み
が
ち
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

と
き
こ
そ
、
ご
家
庭
で
も
、
事
業
所
で
も

火
の
取
り
扱
い
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
気

　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
（
要
介
護
１

～
５
）
を
受
け
た
65
歳
以
上
の
人
（
注
※

参
照
）は
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

に
よ
り
、
所
得
税
や
住
民
税
の
「
障
害
者

控
除
」
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
で
き
る
人
▼
平
成
27
年
12
月
31
日

現
在
、
右
の
表
に
該
当
し
、
所
得
税
や
住

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
、
ま
た
は
対

象
者
を
扶
養
し
て
い
る
家
族
で
、
所
得
税

確
定
申
告
な
ど
に
係
る
介
護
保
険
の

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
の

発
行
に
つ
い
て

を
つ
け
、
次
の
出
火
防
止
対
策
を
し
ま

し
ょ
う
。

出
火
防
止
対
策

・
外
出
時
や
寝
る
前
に
は
必
ず
火
の
元
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
給
油
は
必
ず
火
を
消
し
て

か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
を
子
ど
も
の
手
の

届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
放
火
防
止
と
し
て
、
建
物
の
周
り
は
整

理
し
可
燃
物
は
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
詩
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
☎
048
―
597
―
２
０
０
４

★ 交通事故統計 ★
─桶川市内の人身事故─

（毎年１月からの累計）

平成27年
９月末

平成26年
９月末

対前年
同月比

件　　数 252件 251件 １件

死　者　数 １人 ２人 －１人

負傷者数 302人 303人 －１人

早めから　つけるライトで　消える事故

年
末
年
始
の
火
災
予
防

確
定
申
告
な
ど
に
係
る
医
療
費
控
除

の
証
明
書
類
に
つ
い
て

上
尾
税
務
署
か
ら

ア
ル
バ
イ
ト
募
集
の
お
知
ら
せ

････････････････････････〈 広告 〉････････････････････････

市内 学校用品桶川小・朝日小
加納小・東小
川田谷小

体操着・クォーターパンツ・紅白帽・給食着・上履
★体育着ゼッケン名入無料！
★クォーターパンツ刺繍名入無料！

TEL
桶川市寿1-15-20
http://www.matsuri-nakamura.com/

771－1066
中村屋

桶
川
市
い
き
い
き
健
康
農
園
利
用
者

を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
や
生
き

が
い
対
策
の
一
環
と
し
て
農
園
整
備
を
行

い
、
土
に
親
し
み
、
野
菜
づ
く
り
な
ど
を

始
め
た
い
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

対
象
▼
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
、
他

の
「
い
き
い
き
健
康
農
園
」
を
利
用
し
て

い
な
い
人

　

農
園
の
場
所
・
区
画
数
▼

坂
田
地
区
・
若
干
数
（
１
区
画
20
㎡
程
度
）

【
多
数
抽
選
】

　

費
用
▼
無
料

　

申
込
み
▼
12
月
１
日
㈫
～
11
日
㈮
に
高

齢
介
護
課
に
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に
記

入
し
、
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
期
間
▼
12
月
下
旬
～
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で

（
継
続
す
る
場
合
は
更
新
可
能
）

　

詳
し
く
は
詩
高
齢
介
護
課

　

内
職
▼
内
職
を
希
望
す
る
人
の
相
談
、

内
職
を
お
願
い
し
た
い
事
業
主
の
相
談

　

就
職
▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
の

閲
覧
※
応
募
や
面
接
を
希
望
す
る
場
合
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　

と
こ
ろ
▼
勤
労
福
祉
会
館
内
（
北
１

-

12-

10
）

　

開
室
日
時
▼
水
、
金
曜
日
の
午
前
10
時

内
職
相
談
室
の
ご
案
内

～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時
（
祝
日
お
よ

び
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

　

詳
し
く
は
詩
産
業
観
光
課

　

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
）、
大
出
血
時
の
止
血
方
法
な
ど

※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

　

と
き
▼
平
成
28
年
１
月
16
日
㈯
午
前
９

時
～
正
午
（
８
時
45
分
か
ら
受
付
け
）

　

と
こ
ろ
▼
北
本
消
防
署
北
本
東
分
署

（
北
本
市
宮
内
７
―
240
）

　

定
員
▼
15
人
【
先
着
順
】

　

対
象
▼
鴻
巣
市
・
桶
川
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

　

費
用
▼
無
料

　

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受

講
者
は
、
当
消
防
本
部
発
行
の
受
講
証
明

書
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
PC

の
画
面
提
示
で
も
可
）

　

そ
の
他
▼
当
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
の
受
講
が
で
き

ま
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
救
命
講
習

の
受
講
時
間
が
開
始
よ
り
１
時
間
免
除
さ

れ
ま
す
。
救
命
講
習
は
毎
月
行
っ
て
い
ま

す
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
詩
平
成
28
年
１
月
９

日
㈯
ま
で
に
、
電
話
（
788
―
０
１
１
９
）

ま
た
は
直
接
、
桶
川
消
防
署
桶
川
西
分
署

へ
。 応

急
手
当
講
習（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）
　

本
運
動
は
、
広
く
県
民
に
交
通
安
全
思

想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
付
け
る
こ
と
で
、
人
や
車
の
動
き
が

慌
た
だ
し
く
な
り
、
交
通
事
故
の
多
発
が

懸
念
さ
れ
る
年
末
の
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

《
埼
玉
県
重
点
目
標
》

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
特
に
、

自
転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

○
飲
酒
運
転
の
根
絶
お
よ
び
路
上
寝
込
み

な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

《
桶
川
市
重
点
目
標
》

○
自
転
車
運
転
者
の
マ
ナ
ー
向
上

　

詳
し
く
は
詩
安
心
安
全
課

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
12
／
１
～
14

『
人
も
車
も
自
転
車
も

安
心･

安
全　
埼
玉
県
』

･･･････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉･･･････････････････････････････････････････････････
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い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

　
と
き
▼
３
月
７
日
㈮
午
後
１
時
15
分
か

ら　
と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
集

会
室

　
定
員
▼
50
人
　
費
用
▼
無
料

　
講
師
▼
三
村
卓
巳
さ
ん
（
埼
玉
県
済
生

会
鴻
巣
病
院
支
援
部
部
長
・
精
神
保
健
福

祉
士
）

　
申
込
み
▼
不
要

　
詳
し
く
は
詩
桶
川
市
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
芽
生
え
の
会 

島
村
☎
728
―
８
１

６
１

　
と
き
▼
４
月
５
日
㈯
午
前
８
時
50
分
淨

念
寺
集
合
、
午
後
０
時
30
分
頃
篠
津
さ
く

ら
堤
に
て
解
散
※
雨
天
中
止

　
コ
ー
ス
▼
淨
念
寺
～
武
村
旅
館
～
島
村

家
住
宅
土
蔵
～
稲
荷
神
社
～
べ
に
花
ふ
る

さ
と
館
～
医
光
寺
～
光
照
寺
～
後
谷
遺
跡

～
篠
津
さ
く
ら
堤

　
定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】

　
持
ち
物
▼
飲
み
物
、
雨
具

　
申
込
み
・
問
合
せ
▼
３
月
10
日
㈪
午
前

９
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
観
光
協

会
（
���
―
８
５
９
０
）
へ
。

　
12
年
に
一
度
の
午
年
だ
け
御
開
帳
さ
れ

る
足
立
坂
東
三
十
三
か
所
観
音
霊
場
。
そ

の
御
開
帳
に
合
わ
せ
て
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
案
内
で
市
内
を
巡
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
と
き
▼
４
月
６
日
㈰
午
前
８
時
20
分
駅

西
口
集
合
、
午
後
０
時
30
分
頃
解
散
※
雨

天
中
止

　
コ
ー
ス
▼
桶
川
駅
～
知
足
院
～
観
音
院

（
樋
詰
）～
新
御
堂（
東
光
寺
脇
）～
弥
勒
院

（
砂
ヶ
谷
戸
）～
大
雲
寺
～
桶
川
駅

　
定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】

　
持
ち
物
▼
飲
み
物
、
昼
食
、
雨
具

　
申
込
み
・
問
合
せ
▼
３
月
10
日
㈪
午
前

９
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
観
光
協

会
（
���
―
８
５
９
０
）
へ
。

　
と
き
▼
４
月
５
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

３
時
30
分
（
予
定
）

　
と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

　
費
用
▼
無
料

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
問
合
せ
詩
加
納
公
民
館

駅前子育て支援センター　☎774－9979　川田谷公民館　☎786－4033
日出谷子育て支援センター　☎789－2581　桶川公民館　☎772－3888

自治文化課　☎786－3211
加納公民館　☎728－1040 生涯学習スポーツ課　☎728－4111

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

センター

http://orangelaw.jp

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
け
が
わ
福
祉
会

第
８
回
講
演
会『

精
神
障
害
者
が
地
域

で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
工
夫
と
は』

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
春
の
桶
川

を
歩
き
ま
せ
ん
か（

東
側
約
８
㎞）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

授業見学・
個別相談随時受付！

自分スタイルの高校生活!―新入・転編入個別相談受付中―
生徒を支える3つのサポート

中学復習から大学受験まで
選べる登校で できるところから！
キャリア教育で希望進路実現！

個別見学会実施中 転編入・不登校 ご相談下さい ※要電話予約

学 習
生 活
進 路

生徒を伸ばす3つのコース
全日型スタイルで充実の高校生活
マイペースで選ぶ週３日の通学
まずは週１回からの通学でトライ

レギュラーコース
ステップコース
トライアルコース

精華学園高等学校 上尾学習センター 〒３６２‐００７１埼玉県上尾市井戸木２‐２‐２２
JR高崎線桶川駅より徒歩８分

東
公
民
館
リ
ニ
ュー

ア
ル
オー

プ
ン

記
念
コ
ン
サー

ト
を
開
催

桶川市スポーツ少年団一覧表

種目 スポーツ少年団名 団長名 対　象 練習日 練習場所 入団申込・問合せ地区 学年 性別

サ
ッ
カ
ー

桶川サッカー 政輝　　靖 市内全域

小
　学
　生

男女 土・日・
祝日 西小 他 大久保緯787－6292

五島緯786－6803

加納子供サッカー 荒井　重利 市内全域 男女 土・日曜日
（隔週） 加納小 荒井緯728－0066

原田緯090－2450－0682

川田谷サッカー 大野　隆三 市内全域 男女 土・日曜日 川田谷小 高橋緯786－8114
坂巻緯782－5915

レッドサッカー 矢島　正隆 市内全域 男女 水・土曜日 桶小 髙橋緯090－3062－9444
水野緯774－9632

野
　
　球

桶川ヤンキース 小林　和市 桶小・東小・
加納小 男女 土（隔週）・

日曜日 東小 他 小林緯728－5484
神戸緯727－0260

桶川カーディナルス 小山　啓介 西小・
朝日小 男女 土・日・

祝日 朝日小 他 左髙緯774－3988
内田緯787－5747

日出谷スターズ 小山　三郎 日出谷小 男女 土・日曜日 日出谷小 小山緯786－8800
前田緯787－6868

桶川ヤングアローズ 松山　龍一 桶小・東小 男女 土・日・
祝日 桶小 他 横塚緯772－7807

若松緯776－1004

川田谷ベアーズ 山中　　清 市内全域 男女 土・日曜日 総合運動場 阿保緯080－1056－2422
大北緯090－8512－0936

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

桶北ミニバスケット 石川　顕一 市内全域 女 火・木・土・
日曜日 桶小 石川緯048－541－8199

宗像緯787－5888

桶西ミニバスケット 岩山　裕史 市内全域 男女 水・木・土・
日曜日 西小 他 斉藤緯787－4612

山口緯777－6121

桶川レグルス 新井　暢剛 市内全域 男 土・日曜日 加納小 藤重緯727－1760
廿楽緯775－7070

日出谷ベリーズ 東海林 尚美 市内全域 男女 水・金・
土曜日 日出谷小 小谷緯786－4990

有賀緯787－8102
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

桶川ジュニア
バレーボールクラブ 岩田　真一 市内全域 男女 金・日曜日 桶小 岩田緯775－8122

高橋緯771－5307

桶川西 JVC 水野 すみ子 市内全域 男女 月・土・
日曜日 西小 水野緯786－5667

本多緯080－5476－4561
加納小ジュニア
バレーボールクラブ 秋山　浩子 市内全域 男女 木・土・

日曜日 加納小 秋山緯728－3097

桶川東 JVC 元場　博之 市内全域 女 土・日曜日 東小 竹田緯090－9846－9094
深谷緯090－2256－0779

桶川ソフトテニス 笠井　基豊 市内全域 男女 日曜日 舎人テニス
コート

笠井緯728－9445
今野緯090－7211－0623

峰心会桶川空手道 年森　　敏 市内全域 小・中学生 男女 日曜日 サン・
アリーナ

高安緯090－9919－2626
山下緯080－5675－1297

　「桶川市スポーツ少年団」には、現在６種目・19団体が登録しています。
　指導者（成人）１人以上、会員（小学生以上）10人以上で構成され、主と
してスポーツ活動を行っている団体がありましたら、スポーツ少年団への
加入をお勧めします。
　なお、現在登録している団体の平成26年度の団員募集は、一覧のとお
りです。会費など、詳細については各団体に直接お問い合わせください。

詳しくは 詩生涯学習スポーツ課

スポーツ少年団に
参加してみませんか
登録団体加入の
お知らせと団員募集

平成25年度桶川市協働推進提案事業報告会
　市民公益団体と市が対等の立場および特性を
活かし、共通目的のために協力して取り組んだ
事業についての報告会を開催します。

と　き▶３月16日㈰午後１時30分～４時
ところ▶市役所第３・４会議室
報告団体▼　
（１）花いっぱい活動事業
　　（坂田東三丁目・宮前西自治会：道路河川課）
（２）辻村みちよ博士の顕彰石碑移設事業
　　（桶川地域文化研究会：産業観光課・人権男

女共同参画課）
（３）視覚障害者パソコンサポート事業
　　（桶川ＩＴネット：生涯学習スポーツ課・障

害福祉課）
（４）石川川の桜木の維持管理プロジェクト事業
　　（桶川楽郷の会：道路河川課）
（５）べに花育盛事業（べに花育盛会：産業観光課）
（６）食で繋がる国際交流事業
　　（おけがわ国際交流をすすめる会：自治文化課）
（７）ボランティア人材育成支援事業
　　（ボランティア人材育成支援事業実行委員会：

公民館・健康増進課）
詳しくは 詩自治文化課

足
立
坂
東
三
十
三
か
所
観
音
霊
場

御
開
帳
巡
り（

西
側
約
　
㎞）

13

♪

♫

♬

要介護度 障害者控除区分 利用方法
要介護
１・２

障害者控除 すでに認定書の発行を受けた人で、要介護度に
変化がなく控除額が変わらない場合は、お持ち
の認定書で控除ができます。要介護度が変更に
なり、控除額が変わる場合は、申請すると新し
い認定書を発行します。

要介護
３・４・５

特別障害者控除

（注※）身体障害者手帳の１・２級を持つ人は、申告の際、身体障害者手帳
を提示することで特別障害者控除が受けられます。身体障害者手帳の３～６
級を持つ人（障害者控除対象者）で、要介護３以上の人は、特別障害者控除
が受けられますので、「障害者控除対象者認定書」の交付を受けてください。
また、要介護度が要支援１・２、非該当に変更になった場合は、障害者控除
の対象にはなりません。
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伝
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市
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伝
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情
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ス
テ
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シ
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健
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ス
テ
ー
シ
ョ
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

１
月
１
日
は
固
定
資
産
税
の
賦
課
基

準
日
で
す

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
を
基

準
と
し
て
賦
課
さ
れ
る
市
税
で
す
。
土
地

や
建
物
な
ど
の
「
１
月
１
日
現
在
の
所
有

者
（
以
下
、
納
税
義
務
者
）」
が
納
付
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
は
新
年
度
の
５
月
上
旬
に

納
税
義
務
者
に
送
付
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

譲
渡
や
建
物
の
取
り
壊
し
な
ど
に
よ
り
、

通
知
書
を
受
け
取
っ
た
時
点
で
固
定
資
産

を
所
有
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
新
年
度

の
固
定
資
産
税
は
納
税
義
務
者
が
納
付
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
建
物
な
ど
の
新
築
や
増
築
、
取

り
壊
し
を
行
い
、
そ
の
後
登
記
を
し
て
い

な
い
場
合
は
、
課
税
内
容
が
把
握
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
税
務
課

　

償
却
資
産
と
は
、
個
人
・
法
人
を
問
わ

ず
、
事
業
の
た
め
に
所
有
し
て
い
る
機

械
・
器
具
・
備
品
な
ど
を
指
し
、
固
定
資

産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

市
内
で
事
業
を
し
て
い
る
人
は
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
で
所
有
し
て
い
る
償
却
資

産
を
、
そ
の
年
の
１
月
31
日
ま
で
に
申
告

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
人
に
は
、
申
告
書
類
を
12
月
中

に
送
付
し
ま
す
が
、
書
類
が
届
か
な
か
っ

た
場
合
や
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
詩
税
務
課

１2月 ●桶川市役所・教育委員会／緯７８６－３２１１　姉７８６－９８６６
●社会福祉協議会／緯７２８－２２２１　姉７２８－２３１３

相　　　　談 相談員 相　　談　　内　　容 と　　　き と　こ　ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

４日㈮・１１日㈮・１８日㈮・２５日㈮ 14：00
～17：00 １９日㈯ 9：00～12：00
１月８日㈮・２２日㈮・2９日㈮
14：00～17：00 １６日㈯ 9：00～12：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

１０日㈭　＊次回は１月１４日㈭
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

行 政 書 士 相 談 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

１日㈫　＊次回は１月７日㈭
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

不動産相談（予約制） 宅地建物取
引 主 任 者 不動産の売買、賃貸借契約等についての相談 １６日㈬

13：00～16：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談

１９日㈯
9：00～12：00

仮設庁舎会議室201
電話可　緯786-3211

行 政 相 談 行政相談
委 員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

４日㈮　＊次回は１月８日㈮
10：00～12：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通緯786-3450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 １４日㈪・２１日㈪

10：00～16：00 仮設庁舎相談室
人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめなど
の日常生活でお困りのことの相談

８日㈫
9：00～12：00 地域福祉活動センター3階

内 職 相 談 内 職
相 談 員

内職に関する相談・案内・ハローワークの
求人情報の閲覧

毎週水・金曜日（祝日を除く）
10：00～1５：00

勤労福祉会館
直通緯773-1121（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月・火・木・金曜日（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

仮設庁舎2階
電話可　緯786-3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

親や子どもからの、家庭・幼稚園・学校な
どでの悩みや子育ての相談

毎週火・木曜日（祝日を除く）
10：00～16：00

駅前子育て支援センター
直通緯777-7708 こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程

調整して決定
児童発達支援センター分室
緯787-5562

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
9：00～17：00

桶川市教育センター
直通緯786-3237 学校支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00～15：00

地域福祉活動センター
直通緯72８-２３６９

社会福祉協議会
結 婚 相 談 民生委員 結婚を望む方の相談 毎週土曜日（祝日を除く）

13：00～15：00 地域福祉活動センター

市
内
で
事
業
を
し
て
い
る
人
へ

～
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て
～

行旅死亡人について
　平成27年６月13日（推
定）、川田谷7228番地先荒
川河川内で発見された身元
不明人（本籍・住所・氏名
不詳、推定年齢30～70歳位、
女性、推定身長159センチ
前後）については、身元が
判明しました。
　詳しくは至社会福祉課

地域の皆様の健康維持を目指します。送迎・出張可。
ソフトな指圧・やさしい鍼灸を心掛けて治療します。
腰痛・肩凝り・自律神経失調などでお悩みの方、
お電話下さい。電話 048-871-5124　桶川市泉1-9-34
http://www.youshindou-shinkyuu.biz/toppage.html

････････････････････････〈 広告 〉･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････〈 広告 〉･･･････････････････････････････････････････････････

案内地図
－

欧風料理
THE ALBA INN & Kitchen
本場のフィッシュ＆チップス、チキ
ン＆チップスやオムライス、ミック
スフライなどの洋食も揃えておりま
す。ランチのパーティも歓迎

★営業時間★
ランチ １１：００～１５：００
ディナー予約制
（金曜日を除く）

１７：００～２１：００

定休日：日・月・祝祭日

場所：朝日総合法務事務所隣り
電話： － －

相続・遺言・贈与、借金等、
その他、お気軽にご相談下さい。
★着手金不要・費用分割可

相談のみは無料
★要予約★

平日９：００～１７：００（１２～１３除く）
予約により土・日・祝祭日面談可
電話： － －

．nifty.com/
asahi-houmu/

ナチュラルカントリー木工
White Wash（ホワイト ウォッシュ）
手作りでオリジナルの家具や雑貨を
相談しながら作ります。
ご家庭でお困りの簡単な作業や修理
などもお請けします。
お気軽にご相談ください。
・電話相談は無料。
・出張相談は１回５００円～
場所：朝日総合法務事務所隣り
電話： － － （澤口）
Email : moko_peachrain@yahoo.co.jp
http : //www.ab.auone-net.jp/¯peach-r/
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演
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報
化
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会
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る
～
」
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報
道
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解
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　年末調整や確定申告の時期が近付いてきました。納税者が、配偶者や子、親などを扶養している場合、申告により所得税
や市・県民税の計算の際に所得控除（配偶者控除や扶養控除など）を受けることができます。税法上の被扶養者とは、その
年の１月１日から12月31日までの所得金額が38万円以下の親族です。

  ■扶養に関する注意点
①被扶養者の平成27年中の所得金額（見込み）が38万円以下であること。※被扶養者の所得金額の上限は税と健康保険など
とで異なります。
②複数の納税者が、同じ人を被扶養者として所得控除を受けることはできません。配偶者、子親などをどなたの被扶養者と
するか、家族内でご確認ください。
③同居していない人（住民票で別世帯となっている人）を扶養している場合は、被扶養者の『平成28年１月１日現在の住民
票に登録されている住所』を申告書に記入してください。
④給与所得者で平成27年中に被扶養者の内容に変更があった場合は、年末調整のときに勤務先へ変更の手続きをしてください。

　詳しくは至税務課

税法上の被扶養者を確認のうえ申告してください。

■ 所得金額が38万円とは
所得区分 収入金額① 収入から差し引く金額② 所得金額③（①－②） 所得金額が38万円を

超えた方を被扶養者
とすることはできま
せん。※

給与収入 103万円 65万円 38万円
年金収入（65歳未満） 108万円 70万円 38万円
　　　　（65歳以上） 158万円 120万円 38万円
営業・不動産・などの収入 収入金額 必要経費 ①から②を差し引いた金額
※配偶者に限り、所得金額38万円超76万円未満までは配偶者特別控除を受けることができます。

―扶養の範囲と控除額―

扶
　
　
養

扶養 特定 老人 同居の老親等 障害者
一般 特別 同居の特別障害者

16歳～18歳 19歳～22歳 70歳～
26万円

（27万円）
30万円

（40万円）
53万円

（75万円）

23歳～69歳
33万円（38万円） 45万円（63万円）

38万円
（48万円）

45万円（58万円）
配
偶
者

33万円（38万円）

※平成27年12月31日現在の年齢が基準になります。    　　　（ ）は所得税の控除額
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